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明
治
天
皇
に
殉
じ
て

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
九
月
十
三
日
夕
刻
、
明
治
天
皇
大
喪
・
葬
場
殿
の
儀
が
、
新
た
に
設
け

ら
れ
た
青
山
葬
場
殿
（
旧
青
山
練
兵
場
・
現
在
の
明
治
神
宮
外
苑
）
で
執
り
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

た
。乃の

ぎ木
希ま

れ

典す
け

陸
軍
大
将
の
副
官
山や

ま
だ田
龍た

つ

雄お

大
尉
は
、
午
後
六
時
、
明
治
天
皇
の
霊
柩
を
奉
送
迎
す
る

た
め
、
葬
場
殿
に
先
着
さ
れ
る
予
定
の
静
子
夫
人
を
入
口
で
お
待
ち
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
時

刻
を
過
ぎ
て
も
夫
人
の
姿
は
現
れ
な
か
っ
た
。
一
時
間
程
し
て
も
ま
だ
到
着
さ
れ
な
い
た
め
、
山
田

は
、
あ
る
い
は
既
に
到
着
さ
れ
て
い
て
、
自
分
が
見
落
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
、
殿
内
に
進
ん

で
夫
人
を
捜
し
て
み
た
が
、
や
は
り
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
明
治
天
皇
の
霊
柩
を
乗
せ
た
轜じ

ゅ
し
ゃ車
が
、
天
皇
名
代
の
閑か

ん

院い
ん
の
み
や宮
載こ

と

仁ひ
と

親
王
を
は
じ
め
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と
し
、
大
葬
使
総
裁
伏ふ

し
み
の
み
や

見
宮
貞さ

だ

愛な
る

親
王
な
ど
の
皇
族
、
政
府
高
官
、
国
会
議
員
ら
と
共
に
午
後
八

時
、
礼
砲
の
と
ど
ろ
く
中
皇
居
を
ご
出
門
。
午
後
十
時
四
十
分
に
は
行
列
の
先
頭
が
青
山
葬
場
殿
に

到
着
し
た
。
そ
し
て
、
轜
車
が
葬
場
殿
に
奉
安
さ
れ
る
と
、
間
も
な
く
葬
場
殿
の
儀
の
祭
典
が
始

ま
っ
た
。
轜
車
の
皇
居
出
発
を
見
送
ら
れ
た
後
、
皇
后
と
共
に
葬
場
殿
に
行
幸
さ
れ
て
い
た
大
正
天

皇
が
拝
礼
、
誅

し
の
び

詞こ
と
ばを
奏
上
さ
れ
、
十
四
日
午
前
零
時
二
十
分
に
祭
典
は
終
わ
っ
た
。
霊
柩
は
葬
場
殿

か
ら
青
山
仮
停
車
場
に
移
御
さ
れ
、
午
前
二
時
、
霊
柩
列
車
は
、
明
治
天
皇
の
遺
言
で
定
め
ら
れ
た

京
都
伏
見
の
桃
山
御
陵
に
向
け
て
出
発
し
た
。

静
子
夫
人
の
姿
が
見
え
ぬ
の
を
終
始
不
審
に
思
っ
て
い
た
山
田
で
あ
っ
た
が
、
霊
柩
を
奉
送
し
た

後
、
帰
途
を
急
い
で
青
山
通
り
を
西
に
し
ば
ら
く
来
た
と
こ
ろ
で
、
静
子
夫
人
の
実
兄
湯
地
定
基
に

出
会
っ
た
。
こ
の
時
、
山
田
は
は
じ
め
て
乃
木
邸
の
異
変
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
湯
地
は
た
だ
、

「
乃
木
邸
で
変
事
が
あ
っ
た
。
す
ぐ
に
屋
敷
に
向
か
っ
て
ほ
し
い
。
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
君
に
伝
え
よ

う
と
こ
こ
に
来
て
い
た
の
だ
が
、
守
衛
が
厳
重
で
入
れ
ず
、
君
の
出
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
た
の

だ
。
と
に
か
く
速
や
か
に
行
っ
て
ほ
し
い
。」
と
言
う
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
。

山
田
が
乃
木
邸
に
着
い
て
み
る
と
、
門
前
に
馬
車
、
自
動
車
、
人
力
車
な
ど
が
何
台
も
止
ま
っ
て
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い
て
、
容
易
な
ら
ざ
る
光
景
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
ま
だ
凶
変
と
は
気
づ
か
な
か
っ
た
と

い
う
。
怪
し
み
な
が
ら
も
玄
関
か
ら
二
階
に
上
が
っ
て
居
室
の
扉
を
開
け
る
と
、
そ
こ
に
は
す
で
に

幾
人
か
の
軍
人
や
警
察
官
が
到
着
し
て
お
り
、
大
将
夫
妻
の
亡
骸
が
空
し
く
横
た
わ
っ
て
い
た
。

こ
の
急
変
を
ま
ず
察
知
し
た
の
は
、
こ
の
時
乃
木
邸
に
宿
泊
し
て
い
た
静
子
夫
人
の
姉
馬
場
さ
だ

子
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
簡
単
な
夕
食
を
す
ま
し
た
夫
妻
は
、
共
に
二
階
の
居
室
に
入
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
し
ば
ら
く
し
て
静
子
夫
人
が
階
下
に
降
り
て
来
て
葡
萄
酒
を
持
っ
て
再
び
二
階
に
上
が
っ
て
か

ら
は
、
何
の
音
沙
汰
も
な
か
っ
た
。
将
軍
は
、
大
喪
に
参
列
す
る
た
め
来
日
さ
れ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス

王
室
コ
ン
ノ
ー
ト
殿
下
の
接
伴
掛
で
あ
り
、
夫
妻
共
に
葬
場
殿
の
儀
に
参
列
の
予
定
で
、
車
の
用
意

も
し
て
あ
っ
た
の
だ
が
、
午
後
七
時
を
過
ぎ
て
も
外
出
の
様
子
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
さ
だ
子
の

証
言
に
よ
れ
ば
八
時
過
ぎ
に
二
階
居
室
の
あ
た
り
に
物
音
が
し
た
と
い
う
。
そ
こ
で
家
政
婦
が
急
い

で
二
階
に
上
が
り
、
扉
を
開
け
よ
う
と
し
て
も
内
か
ら
戸
が
閉
ざ
し
て
あ
っ
て
入
る
こ
と
も
で
き

ず
、
か
す
か
に
静
子
夫
人
の
う
め
き
声
が
し
た
と
い
う
。
さ
だ
子
は
た
だ
ち
に
屋
敷
近
く
の
警
察
官

詰
所
に
通
報
す
る
と
共
に
、
青
山
・
赤
坂
の
両
警
察
署
や
親
戚
等
に
電
話
を
か
け
て
い
る
。
そ
し

て
、
よ
う
や
く
夫
人
の
兄
湯
地
定
基
ら
と
当
夜
の
警
備
の
た
め
長
野
県
警
か
ら
出
張
し
て
き
て
い
た
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坂
本
警
部
補
が
駆
け
つ
け
、
二
階
居
室
を
開
け
、
そ
の
惨
状
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

赤
坂
警
察
署
が
坂
本
警
部
補
の
連
絡
を
受
け
た
の
は
八
時
五
十
分
。
こ
の
夜
は
警
視
庁
救
護
支
部

が
署
内
に
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
、
医
師
岩
田
凡
平
は
、
た
だ
ち
に
二
人
の
同
僚
医
師
を
伴
っ
て
、

九
時
に
は
乃
木
邸
に
到
着
し
て
い
る
。
乃
木
邸
の
二
階
に
は
六
畳
と
八
畳
の
二
間
が
あ
っ
た
が
、
夫

妻
が
亡
く
な
っ
て
い
た
の
は
八
畳
間
で
、
東
の
窓
際
に
小
机
を
白
布
で
被
い
、
明
治
天
皇
の
御
真
影

を
奉
安
し
、
そ
の
手
前
に
夫
妻
の
辞
世
、
巻
紙
に
認
め
た
書
面
二
通
（
遺
書
）、
明
治
十
年
戦
役
中

の
待
罪
書
及
び
指
令
書
を
置
き
、
そ
の
前
に
御
紋
章
入
銀
盃
一
個
、
左
右
に
神
酒
瓶
一
対
を
立
て
、

机
の
下
に
は
重
要
書
類
と
付
箋
し
た
白
布
の
包
み
一
個
が
あ
っ
た
。
乃
木
将
軍
は
、
軍
刀
の
鞘
を

拂
っ
て
備
前
兼
光
を
右
手
に
割
腹
。
静
子
夫
人
は
月
山
貞
一
の
九
寸
五
分
を
逆
手
に
と
っ
て
胸
部
を

刺
し
、
息
絶
え
た
と
思
わ
れ
た
。

医
師
に
よ
る
臨
検
の
終
了
は
十
一
時
で
あ
っ
た
。
結
果
、
全
て
の
状
況
か
ら
覚
悟
の
上
で
、
自
殺

を
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
湯
地
定
基
は
将
軍
の
副
官
山
田
大
尉
に
急
変
を

知
ら
せ
る
べ
く
、
ま
た
駆
け
つ
け
た
学
習
院
学
生
監
猪
谷
不
美
男
、
同
校
嘱
託
馬
場
轍
は
、
青
山
葬

場
殿
へ
急
行
し
て
変
事
を
内
報
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
山や

ま
も
と本
権ご

ん
の
ひ
ょ
う
え

兵
衛
海
軍
大
将
の
記
憶
に
よ
れ
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ば
、
青
山
葬
場
殿
に
は
、
赤
坂
警
察
署
が
夫
妻
自
刃
の
情
報
を
得
て
か
ら
祭
典
の
は
じ
ま
る
直
前
の

十
一
時
前
後
ま
で
に
は
、
通
知
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
山
本
大
将
は
、
こ
の
夜
自
分
は
先

発
し
て
代
々
木
に
到
着
し
、
親
任
官
以
上
の
た
め
に
あ
て
ら
れ
た
休
憩
所
に
入
っ
て
い
る
と
、
渡わ

た
な
べ邉

千ち
あ
き秋

内
大
臣
が
山や

ま
が
た縣

有あ
り

朋と
も

元
帥
に
何
事
か
を
秘
密
に
告
げ
る
様
子
で
あ
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
す

る
と
山
縣
元
帥
は
自
分
を
廊
下
に
招
い
て
、
乃
木
夫
妻
の
自
刃
を
知
ら
せ
た
。
自
分
は
こ
れ
を
秘
密

に
付
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
た
の
で
、
寺て

ら
う
ち内
正ま

さ
た
け毅
陸
軍
大
将
、
長は

せ
が
わ

谷
川
好よ

し
み
ち道
陸
軍
参
謀
総
長

な
ど
に
告
げ
、
乃
木
邸
は
定
め
て
無
人
で
あ
ろ
う
か
ら
、
早
く
人
を
馳
せ
る
よ
う
指
示
し
た
と
語
っ

て
い
る
。

乃
木
大
将
辞
世
の
和
歌

　
　

う
つ
し
世
を
神
さ
り
ま
し
し
大
君
の　

　
　
　
　
　
　
　

御
あ
と
慕
ひ
て
我
は
ゆ
く
な
り
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神
あ
か
り
あ
か
り
ま
し
ぬ
る
大
君
の

　
　
　
　
　
　
　

み
あ
と
は
る
か
に
を
ろ
が
み
ま
つ
る

静
子
夫
人
辞
世
の
和
歌

　
　

出
で
ま
し
て
か
へ
り
ま
す
日
の
な
し
と
き
く

　
　
　
　
　
　
　

け
ふ
の
御
幸
に
逢
ふ
ぞ
か
な
し
き

さ
て
、
静
子
夫
人
が
明
治
天
皇
に
殉
死
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
夫
、
乃
木
大
将
に
殉
じ
よ
う
と
意

を
定
め
た
の
は
い
つ
の
こ
と
か
定
か
で
は
な
い
が
、
明
治
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
明
治
四
十
五
年
七
月

二
十
九
日
（
公
式
に
は
七
月
三
十
日
午
前
零
時
四
三
分
と
発
表
）
か
ら
間
も
な
く
、
夫
の
覚
悟
を
感

知
さ
れ
た
時
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
左
の
乃
木
大
将
の
遺
書
の
宛
名
は
、
静
子
夫
人
の

兄
湯
地
定
基
、
大
将
の
弟
大お

お
だ
て
し
ゅ
う
さ
く

館
集
作
、
甥
の
玉た

ま
き
ま
さ
ゆ
き

木
正
之
、
そ
し
て
静
子
夫
人
と
書
か
れ
て
お
り
、
お

そ
ら
く
乃
木
大
将
が
静
子
夫
人
の
覚
悟
を
知
っ
て
、
そ
れ
を
許
さ
れ
た
の
は
死
の
直
前
で
あ
っ
た
も
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の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
前
で
あ
れ
ば
、「
静
子
と
の
」
の
宛
名
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
か
、
遺
書
そ

の
も
の
が
書
き
替
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

遺
言
條
々

第
一　

自
分
此
度
御み

あ
と跡
ヲ
追
ヒ
奉
リ
自
殺
候
段
恐
入
候
儀
其
罪
ハ
不か

ろ
か
ら
ず軽
存
候
然
ル
後
明
治
十
年
之

役
ニ
於
テ
軍
旗
ヲ
失
ヒ
其
後
死し

し
ょ
を
え
た
く

處
得
度
心
掛
候
も
其
機
ヲ
得
ズ

　
　
　

皇
恩
ノ
厚
ニ
浴
シ
今
日
迄
過
分
ノ
御
優
遇
ヲ
蒙

こ
う
む
り

追
々
老
衰
最
早
御
役
ニ
立
候
時
も
無
餘

日
候
折
柄　

此
度
ノ
御
大
変
何
共
恐
入
候
次
第
玆こ

こ

ニ
覚
悟
相
定
候
事
ニ
候

第
二　

両
典
（
勝か

つ
す
け典
・
保や

す

典す
け

）
戦
死
ノ
後
ハ
先
輩
諸
氏
親
友
諸
彦
よ
り
も
毎
々
懇
諭
有こ

れ
あ
り
そ
う
ら
え
ど
も

之
候
得
共

養
子
ノ
弊
害
ハ
古
来
ノ
議
論
有こ

れ
あ
り之

目
前
乃
木
大
兄
ノ
如
キ
他
に
も
不

す
く
な
か
ら
ず尠

特
ニ
華
族
ノ

御
優
遇
相
蒙
リ
居お

り

実
子
ナ
ラ
ハ
致い

た
し
か
た方

も
無こ

れ
な
く
そ
う
ら
え
ど
も

之
候
得
共
却
テ
汚
名
ヲ
残
ス
様
ノ
憂
ヘ
無こ

れ
な
き之

為た

メ
天
理
ニ
背
キ
タ
ル
事
ハ
致
ス
間ま

じ
き
こ
と

敷
事
ニ
候
祖
先
ノ
墳
墓
ノ
守
護
ハ
血
縁
ノ
有こ

れ
あ
る
か
ぎ

之
限

リ
ハ
其
者
共
ノ
気
ヲ
付
可も

う
す

申べ
き
こ
と事

ニ
候
乃
チ
新
坂
邸
ハ
其
ノ
為
メ
区
又
ハ
市
ニ
寄
附
シ

可し
か
ら
し
む
る
ほ
う
ほ
う
に
た
の
み
た
く

然
方
法
頼
度
候
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第
三　

資
財
分
與
ノ
儀
ハ
別
紙
之
通
リ
相
認し

た
たメ
置
候
其
他
ハ
静
子
ヨ
リ
相
談
可
仕
候

第
四　

遺
物
分
配
ノ
儀
ハ
自
分
軍
職
上
ノ
副
官
タ
リ
シ
諸
氏
ヘ
ハ
時
計
メ
ー
ト
ル
眼
鏡
馬
具
刀
剣

等
軍
人
用
品
ノ
内
ニ
テ
見
計
ヒ
ノ
義
塚
田
大
佐
ニ
御
依
頼
申
置
候
大
佐
ハ
前
後
両
度
ノ
戦

役
ニ
も
盡
力
不す

く
な
か
ら
ず少

静
子
承
知
ノ
次
第
御
相
談
可い

た
さ
る
べ
く

被
致
候
其
他
ハ
皆
々
ノ
相
談
ニ
任
せ
申

候

第
五　

御
下
賜
品
（
各
殿
下
ヨ
リ
ノ
分
も
）
御
紋
付
ノ
諸
品
は
悉し

っ
か
い皆
取と

り

纏ま
と

メ
学
習
院
へ
寄
附
可
致

此
儀
ハ
松
井
猪
谷
両
氏
へ
も
御

お
た
の
み
つ
か
ま
つ
り
お
き

頼
仕
置
候

第
六　

書
籍
類
ハ
学
習
院
ヘ
採
用
相
成
候
分
ハ
可な

る
べ
く成

寄
附
其
餘
ハ
長
府
図
書
館
え
同
断
不
用
ノ
分

ハ
兎
も
角
も
ニ
候

第
七　

父
君
祖
父
曾
祖
父
君
ノ
遺
書
類
ハ
乃
木
家
ノ
歴
史
ト
モ
云
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
故
厳
ニ
取
纏

メ
眞
ニ
不
用
ノ
分
ヲ
除
キ
佐
々
木
侯
爵
家
又
ハ
佐
々
木
神
社
ヘ
永
久
無
限
ニ
御
預
ケ
申
度

候

第
八　

遊
就
館
ヘ
出
品
は
其
儘
寄
附
致
シ
可

も
う
す

申べ
く

乃
木
ノ
家
ノ
紀
念
ニ
ハ
保
存
無こ

の

此う
え

上な
き

良
法
ニ
候

第
九　

静
子
儀
追
々
老
境
ニ
入
石
林
ハ
不
便
ノ
地
病
気
等
節
心
細
ク
ト
ノ
儀
尤
モ
存
候
右
ハ
集
作
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ニ
譲
リ
中
野
ノ
家
ニ
住
居
可し

か
る

然べ
く

同
意
候
中
野
ノ
地
所
家
屋
ハ
静
子
其
時
ノ
考
ニ
任
セ
候

第
十　

此
方
屍し

が
い骸

ノ
儀
ハ
石
黒
男
爵
ヘ
相
願
置
候
間
可し

か
る

然べ
く

医
学
校
へ
寄
附
可
致
墓
下
ニ
ハ
毛
髪

爪
歯
（
義
歯
共
）
ヲ
入
レ
テ
充
分
ニ
候
（
静
子
承
知
）

　
　

○�

恩
賜
ヲ
頒
ツ
ト
書
キ
タ
ル
金
時
計
ハ
玉
木
正
之
ニ
遣
ハ
シ
候
筈
ナ
リ
軍
服
以
外
ノ
服
装
ニ
テ

持
ツ
ヲ
禁
シ
度
候

右
ノ
外
細
事
ハ
静
子
ヘ
申
付
置
候
間
御
相
談
被
下
度
候
伯
爵
乃
木
家
ハ
静
子
生
存
中
ハ
名
義
可

有
之
候
得
共
呉
々
も
断
絶
ノ
目
的
ヲ
遂
ケ
候
儀
大
切
ナ
リ
右
遺
言
如
此
候
也

大
正
元
年
九
月
十
二
日
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　

希
典
（
花
押
）

湯　

地　

定　

基　

殿

大　

館　

集　

作　

殿

玉　

木　

正　

之　

殿

静　
　

子　
　

と　

の

夫
妻
の
死
は
、
早
く
も
十
四
日
未
明
新
聞
号
外
に
よ
っ
て
報
道
さ
れ
、
こ
れ
を
手
に
し
た
一
士
官
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は
部
下
を
整
列
さ
せ
て
、
涙
な
が
ら
に

「
乃
木
大
将
閣
下
は
、
今
夕
霊
轜
ご
発
引
に
際
し
、
御
夫
人
と
共
に
自
邸
に
て
割
腹
せ
ら
れ
た

り
」

と
告
げ
、
兵
達
も
涙
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
明
治
天
皇
の
柩
を
乗
せ
た
轜
車
の
き
し
み
が
、

明
治
と
い
う
時
代
の
終
わ
り
を
告
げ
る
音
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
夫
妻
の
死
を
知
ら
せ
た
号
外
の
鈴

の
音
も
、
ひ
と
つ
の
時
代
を
送
る
悲
し
い
響
き
に
感
じ
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
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静
子
夫
人
の
お
い
た
ち

静
子
夫
人
は
、
安
政
六
年
十
一
月
二
十
七
日
、
薩
摩
藩
士
湯ゆ

地じ

定さ
だ
ゆ
き之
の
子
と
し
て
、
鹿
児
島
城
下

新
屋
敷
に
誕
生
し
て
い
る
。
七
番
目
の
子
で
あ
っ
た
か
ら
「
お
七
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
一
番
目
は

女
子
で
あ
っ
た
が
夭
亡
し
、
次
に
長
男
定さ

だ
も
と基

、
次
男
定さ

だ
か
ど廉

、
三
男
定さ

だ
の
り監

、
次
女
さ
だ
子
、
三
女
お
六

と
続
き
、
お
七
は
湯
地
家
の
末
の
子
で
あ
っ
た
。

長
男
定
基
は
、
工
藤
十
郎
と
名
の
っ
て
明
治
二
年
留
学
生
と
し
て
渡
英
し
、
の
ち
ア
メ
リ
カ
で
学

ん
で
開
拓
使
に
奉
職
、
根
室
県
令
と
な
り
元
老
院
議
官
・
貴
族
院
議
員
と
な
っ
た
。
次
男
定
廉
は
将

来
を
嘱
望
さ
れ
な
が
ら
、
明
治
十
五
年
頃
海
軍
大
尉
の
時
没
し
た
が
、
三
男
定
監
は
、
ア
メ
リ
カ
海

軍
兵
学
校
に
留
学
。
の
ち
海
軍
機
関
中
将
、
兄
定
基
と
同
じ
く
貴
族
院
議
員
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
、
そ
の
生
涯
を
国
家
に
奉
げ
た
の
で
あ
る
。


